
 

 
 

 

令和６年度入学生から２クラス３コース制に 

 高遠高校の令和６年度入学定員が、 

２クラス 80 人に決定しました。 

これに合わせて、コースを 

芸術文化コース 

地域創生コース 

人間福祉コース 

の３コースに再編します。芸術文化コー

スはさらに音楽専攻・美術専攻・書道専

攻に分かれて学習します。 

 また、地域創生コースと人間福祉コー

スは２年生からのコース分けとしまし

た。入学した後に両方の授業を体験して

コースを決められます（芸術文化コース 

は１年生から）。 

 県内で最も早くから行われてきた高

遠高校のコース制。 

高遠地域での学びをキーワードに、 

探求的な学びをさらに充実させ、新しい

１年生を迎える予定です。 

 

高遠高校で撮影されたドラマが放映されます！ 

10 月から 11 月にかけて高遠高校でドラマの撮影

が行われました。 

ドラマ『佐原先生と土岐くん』は、同名のマンガ

を原作としたコメディードラマです。喧嘩（けんか）

っぱやいヤンキーの土岐くんが、唯一自分と向き合っ

てくれた担任で爽やかイケメン体育教師の佐原先生

に恋してしまうストーリー。 

土岐くんは WATWING のメンバーにして、TBS ドラマ『君の花になる』8LOOM の一之瀬栄治役とし

て出演した八村倫太郎さん、佐原先生はジュノン・スーパー・ボーイ・コンテスト出身、『宇宙戦隊キュ

ウレンジャー』で主演のラッキー／シシレッド役、NHK 大河ドラマ『どうする家康』で結城秀康を演じ

る岐洲匠さんが演じています。 

長野県では地上波での放映は予定されていませんが、TVer (ティーバー)やFODで 11 月 30 日から

放映されます。高遠高校の様々な場所が出てきますので、是非ご覧ください。 
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高遠高等学校ホームページが新しくなりました！ 
 ホームページが新しくなりました。 

 最大の特徴は本校の先生方によるブログ形式の記事

を掲載できるようになったことです。 

 最新情報を、保護者や地域の皆さん、中学生などに

見ていただくことができるようになりました。 

 まだまだ不完全な内容ですが、少しずつ充実させて

いきますので、時々ご覧ください。 

ホームページブログより 紙面の都合で文章・写真を変更・割愛しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３年生の皆さん 今からでも高遠高校の見学が可能です 
   ・三者面談で考えが変わった 

   ・新しいコース制が良いと思った 

   ・進路を迷い始めた 

 など、最近になって高遠高校への進学を検討するようになった３年生の皆さんは、

今からでも見学が可能です。担任や進路の先生に相談してください。 

 

 

←タブレットからアクセスして   

ブックマークをお願いします。 

高遠高校ホームページ 
URL：https://takatohs.i-school.jp/ 

 

火災予防の看板を製作しました 

 11月8日 美術専攻 

高遠消防署火災予防の看板の完成披露会が 11 月８日

に行われました。美術専攻１年生が制作しています。 

今年のデザインは、龍虎図をモチーフにして、炎に見

立てた虎と、消防士の放水に見立てた龍が対峙したデ

ザインとなっています。 

『未来を奪う僅かな油断』という標語も自分たちで考

えたものです。 

 

３年生ミニクラスマッチ 

 11月16日 校長ブログ 

２年生が修学旅行中、１年生は松代大本営地下豪での

平和学習の振り返り、３年生はミニクラスマッチを開

催しました。全校でのクラ 

スマッチとはまた一味違

う、とても楽しそうで和や

かな雰囲気でした。更にク

ラスの団結が深まったので

はないでしょうか。「そんな

生徒たちの姿もあと数か月

で見られなくなる」と思う

と、とても寂しく感じた３

人の担任の先生たちだった

のではないでしょうか。 

声楽コンクール全国大会に出場しました 

 11月5日 音楽専攻 

音楽専攻２年の市村信吾さんが『第３回国際声楽コンクー

ル東京』の本選（全国大会）に出場しました。 

本選では出場した 39 名の中で唯一、歌詞が日本語の楽曲

を演奏しました。日本語は言葉をメロディーにのせること

がむつかしいため何度も練習を重ねてきました。本番で

は、納得できる演奏ができ、審査員の皆様からも励ましの

言葉を多くいただくことができました。 


